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希　望　の　光　

《クリスマスメッセージ》

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
喜
び
を
と
も
に
お
祝
い
で

き
ま
す
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
都
内
の
繁
華
街

で
は
今
年
一
年
あ
っ
た
悲
し
み
や
苦
し
み
や
困

難
も
忘
れ
て
浮
か
れ
て
い
る
よ
う
な
人
々
も
い

ま
す
。
震
災
の
直
後
は
絆
を
大
切

に
と
か
、
連
帯
し
よ
う
と
言
っ
て

い
た
声
が
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
教
会
で
は
毎

日
の
よ
う
に
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
の

こ
と
を
覚
え
て
祈
っ
て
い
ま
す
。

今
も
な
お
原
発
の
事
故
は
終
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
行
方
不
明
の
方
々
を

探
し
続
け
て
お
ら
れ
る
姿
や
、
困

難
な
中
で
必
死
に
生
き
よ
う
と
さ

れ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
出
会
う
時

に
、
私
た
ち
は
今
日
を
素
直
に
喜
べ
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
教
会
と
こ
の
世
界

と
の
間
の
断
絶
を
感
じ
ま
す
。

　
神
は
私
た
ち
を
愛
し
続
け
、
私
た
ち
の
た
め

に
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
こ
の
世
に
く
だ
っ
て

き
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
信
じ
る
時
、

私
た
ち
は
ど
ん
な
絶
望
の
中
で
あ
っ
て
も
私
た

ち
は
希
望
を
失
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
暗
闇
の
中
に
希
望
の
星
を
見
出
す
力
を

与
え
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
そ
れ

が
聖
霊
の
力
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
生
き
抜
く
こ
と
が

で
き
た
の
だ
ろ
う
と
信
じ
ま
す
。
私
た
ち

は
、
イ
エ
ス
が
暗
闇
の
中
に
生
ま
れ
、
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、

今
な
お
暗
闇
の
中
に
い
る
人
々
に
向
か
っ

て
、
希
望
の
光
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
体

現
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び

を
感
謝
し
お
祝
い
す
る
と
は
、
私
た
ち
が
希
望

の
光
を
証
し
続
け
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
　
　
　 

 
 
 　

　
　
　
（
東
京
教
区
主
教 

）

主教　大 畑 喜 道
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◇
１
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
主
教
座
聖
堂
の
働
き
の
た
め
▽
エ
ル

サ
レ
ム
教
区
の
働
き
の
た
め
▽
視
覚
聴

覚
障
害
者
伝
道
の
た
め
▽
聖
救
主
福
祉

会
（
深
川
愛
の
園
・
ま
こ
と
保
育
園
・

善
福
寺
愛
の
園
）
の
た
め
▽
タ
イ
チ
ェ

ン
マ
イ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
方

々
・
難
民
・
移
民
の
自
立
支
援
の
た
め

◇
堅
信
受
領
　

12
月
18
日
　
池
袋
聖
公
会

▽
大
石
緑
（
池
袋
）

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム
　

１
月
18
日
（
水
）
10
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
教
座
聖
堂

　
　
　
　 

説
教
　
上
田
憲
明
司
祭

▽
司
祭
森
堯
道
▽
司
祭
前
島
潔
▽
主

教
ケ
ネ
ス
・
ア
ボ
ッ
ト
・
ヴ
ァ
イ
ア

ル
▽
司
祭
小
島
茂
雄
▽
司
祭
竹
田
真

二
▽
司
祭
福
島
國
五
郎
▽
司
祭
細
貝

岩
夫
▽
司
祭
柳
原
光
▽
司
祭
レ
イ
モ

ン
ド
・
ハ
ン
マ
ー
▽
司
祭
横
地
諌
▽

主
教
黒
瀬
保
郎
▽
司
祭
佐
藤
裕
　

　
▽
東
日
本
大
震
災
教
役
者
聖
餐
式

15
日
（
日
）
18
時
、
主
教
座
聖
堂
。

　
▽
１
月
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂

《
夕
の
祈
り
》
　
11
日(

水)
 18

時
半
、

オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
続
き
19
時
。
演
奏
＝

八
代
紀
子
。
無
料 

(

会
場
献
金)

。

　
▽
１
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
　
＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
13
日

(

金)

志
賀
菜
穂
美
　
＊
聖
テ
モ
テ
＝
17

日(
火)

荻
野
由
美
子
　
＊
神
田
キ
リ
ス

ト
＝
18
日(

水)

花
澤
絢
子
。
各
々
12
時

20
分
か
ら
30
分
程
度
、
入
場
無
料
。

　
▽
１
月
銀
座
朝
祷
会
　
10
・
24
日

（
火
）
７
時
半
。
喫
茶
室
ル
ノ
ア
ー

ル
・
ニ
ュ
ー
銀
座
。 
照
会
℡
０
４
２

(

７
９
６)

１
４
９
８
・
同
世
話
人
。

　
▽
１
月
西
新
の
会
　
10
日(
火)

19
時

半
＝
聖
餐
式･

聖
書
の
学
び(

鈴
木
裕
二

司
祭)

　
24
日(

火)

10
時
半
＝
聖
書
の

学
び(

田
光
信
幸
司
祭)

。
井
草
地
域
区

民
セ
ン
タ
ー
。
照
会
℡
03(

３
９
５
１)

５
０
１
０
・
目
白
聖
公
会
。

◆
と
こ
し
え
の
平
安

１
月
17
日
　
植
野
　
寿
代
（
92
）

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

12
月
15
日
　
阿
部
　
彌
生
（
101
）

　
聖
パ
ウ
ロ

12
月
19
日
　
渋
谷
　
順
子
（
73
）

　
聖
ペ
テ
ロ

12
月
20
日
　
小
林
　
ト
ミ
（
82
）

　
目
白

12
月
20
日
　
田
邉
敬
四
郎
（
97
）

　
聖
ペ
テ
ロ

【
休
業
・
休
刊
】
　
教
区
事
務
所
休
業

＝
12
月
30
日
〜
１
月
６
日
。
教
区
時
報

＝
暫
く
休
刊
。
教
区
の
最
新
情
報
は
週

刊｢

き
ょ
う
く
ニ
ュ
ー
ス｣

と
し
て
１
月

22
日
号
か
らF

a
x・M
a
i
l送

信
し
ま
す
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》



２０１１年１２月２５日（第１２３５号）

- 2 -

常
置
委
員
会
報
告
（
12
月
12
日
）

＊
太
田
信
三
聖
職
候
補
生
志
願
者
か

ら
聖
職
候
補
生
願
い
が
出
さ
れ
た
。

聖
公
会
神
学
院
神
学
生
霊
的
指
導
者

(

ア
ナ
ム
・
カ
ラ)
と
し
て
笹
森
田
鶴

司
祭
・
山
野
繁
子
司
祭
・
上
田
憲
明

司
祭
が
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
了
承
。

来
年
２
月
10
〜
11
日
開
催
予
定
の
東

京
教
区
宣
教
協
議
会
「
だ
れ
と
共
に
、

ど
こ
へ
行
く
？
」
で
宣
教
方
針
に
つ
い

て
話
し
合
い
た
い
な
ど
主
教
報
告
。

＊
財
務
諸
表
・
各
教
区
財
政
担
当
者

協
議
会
で
教
役
者
給
与
の
教
区
間
不

均
衡
を
勘
案
し
標
準
給
与
表
作
成
を

目
指
す
。
管
区
宣
教
協
議
会
で
東
京

教
区
に
お
け
る
教
区
間
協
働
を
報
告

な
ど
、
各
担
当
者
報
告
を
了
承
。

＊
小
笠
原
聖
ジ
ョ
ー
ジ
教
会
隣
地
購

入
の
承
認
を
確
認
、
そ
の
た
め
に
大

斎
克
己
献
金
伝
道
強
化
支
援
願
い
を

管
区
へ
提
出
。
ス
ト
ー
ゼ
ン
バ
ッ
ク
聖

職
候
補
生
と
話
し
あ
い
、
今
後
の
見
通

し
を
聞
い
た
。
北
海
道
教
区
か
ら
東

京
・
横
浜
両
教
区
へ
釜
石
支
援
の
依
頼

(

聖
職
・
信
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

が
あ

り
、
12
年
３
月
11
日(

主
日)

の
代
祷
を

求
め
る
、
な
ど
常
置
委
員
報
告
。

＊
12
年
度
各
委
員
会
・
委
員
長
人
事

の
諮
問
へ
答
申
。
教
会
建
築
委
員
会

委
員
任
命
を
了
承
。

＊
12
年
９
月
22
日
（
土
・
休
日
）
午

後
、
教
区
合
同
礼
拝
と
管
区
宣
教
協

議
会
報
告
会
を
開
催
す
る
。

＊
そ
の
他
　

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告
（
12
月
13
日
）

＊
宣
教
主
事
ほ
か
各
担
当
報
告
。

＊
「
こ
ど
も
の
聖
歌
」
は
３
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
19
曲
作
成
。
伴
奏
譜

付
数
曲
を
各
教
会
へ
配
布
す
る
。

＊｢

裸
足
の
宣
教
の
学
び｣

は
諸
教
派

か
ら
50
人
以
上
が
出
席
し
た
。
講
師

の
話
を
Ｃ
Ｄ
化
し
て
各
教
会
に
配
布

す
る
予
定
。

＊
常
置
委
員
会
推
薦
委
員
の
入
替
に
伴

い
、
委
員
長
が
交
代
す
る
。

＊
委
員
長
選
出
は
委
員
の
互
選
に
な
る

た
め
１
月
の
委
員
会
は
宣
教
主
事
に
よ

っ
て
召
集
さ
れ
る
。

＊
そ
の
他

　
▽
聖
公
会
神
学
院
入
学
試
験
　
12

年
２
月
８
日
〜
10
日
、
同
院
（
学
生

寮
に
宿
泊)

。
出
願
期
日
＝
１
月
31
日

正
午
。
受
験
料
＝
５
万
円
。
照
会
℡
03

(

３
７
０
１)

０
５
７
５
・
同
院
。

《
教
区
新
年
礼
拝
》
２
０
１
２
年
１
月
７
日
（
土
）
13
時
　
主
教
座
聖
堂
　

聖
餐
式
　
司
式
・
説
教
　
大
畑
喜
道
教
区
主
教
　
式
典
長
　
下
条
裕
章
司
祭
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
106

　
「
だ
れ
と
共
に
、

　
　 

 
 
 
 

　
　
ど
こ
へ
行
く
？
」

　
日
本
聖
公
会
は
、
管
区
レ
ベ
ル
で

２
０
１
２
年
の
９
月
に
宣
教
協
議
会

を
行
い
ま
す
。
そ
れ
に
主
体
的
に
参

加
す
る
た
め
に
、
東
京
教
区
で
は
、

２
０
１
２
年
２
月
10
日
（
金
）
〜
11

日
（
土
）
に
、
富
士
箱
根
ラ
ン
ド
ス

コ
ー
レ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て

「
東
京
教
区
の
宣
教
を
考
え
る
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
会
は
、
去
る

第
１
１
７
（
定
期
）
教
区
会
で
活
動

計
画
と
し
て
開
催
が
承
認
さ
れ
た
、

「
東
京
教
区
宣
教
協
議
会
」(

仮
称)

の
正
式
名
称
で
す
。
こ
の
会
の
テ
ー

マ
は
、
「
だ
れ
と
共
に
、
ど
こ
へ
行

く
？
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
教
区
の

現
状
と
課
題
を
明
確
に
し
、
共
有
す

る
よ
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
東
京
教

区
で
は
こ
れ
ま
で
「
最
も
小
さ
い
者

と
出
会
う
」
と
い
う
宣
教
方
針
を
掲

げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
「
最

も
小
さ
い
者
」
が
具
体
的
に
誰
で
あ

り
、
彼
ら
と
共
に
何
を
す
べ
き
か
、

ま
た
ど
こ
に
向
か
っ
て
進
む
べ
き
な

の
か
、
ま
だ
ま
だ
不
明
確
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
中
、
今
年
３
月
11
日
、
東

日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
２
万
人
近
い
死
者
と
行
方

不
明
者
が
出
、
家
も
生
活
手
段
も
一

切
を
奪
わ
れ
、
原
子
力
発
電
所
事
故

で
土
地
を
追
わ
れ
た
人
々
も
続
出
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
「
最
も
小
さ
い

者
」
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
人
々
と
出
会
う
中
で
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
も
多
く
の
「
最
も

小
さ
い
者
」
が
存
在
す
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
身
の
回

り
に
い
る
「
最
も
小
さ
い
者
」
と
、

き
ち
ん
と
向
き
合
う
。
そ
の
人
々
と

共
に
、
何
を
な
す
べ
き
な
の
か
、
ど

こ
に
向
か
っ
て
行
く
の
か
、
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
大
震
災
は
私
た
ち

に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
最
も
小
さ
い
者
」
は
、
教
会
の

内
に
も
外
に
も
た
く
さ
ん
存
在
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
に
あ
っ
て
、

す
で
に
そ
う
い
っ
た
人
々
と
共
に
、

良
き
働
き
を
し
て
い
る
事
実
も
多
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
一
度
地
域

に
目
を
開
き
、
諸
教
会
の
知
恵
を
寄

せ
集
め
、
新
し
い
宣
教
の
課
題
を
共

に
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
日
本
聖
公
会
宣
教
協
議
会

東
京
教
区
準
備
委
員
会 

委
員
長
　

司
祭
　
神 

崎 

和 

子

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


